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全日選手権 

AGULAXの変革 

 

'87年9月1日に法学部１年次の

温湯と田中が働きかけラクロスが産

声を上げる。体育会認可ならずも

同水準の活動を期し部を立ち上げ。

同時期に名越ほか法学部学生が

発起し女子ラクロスも創部。日本ラ

クロス界のパイオニアの一翼を担い

活動開始。'89年11月5日日本ラ

クロス史上初めて慶応大学に勝利

したチームとなり日本ラクロスの盛り

上げに貢献。荒木、菊池、高木、

竹村、皆川、小松他、日本代表

選手を多く輩出。 

 

 

 

 

 

 

AGULAXの変革 

 

「日本一」を部全員が意識する中、主

将は3年次竹花が務めチームの一体

感が向上し他大学を圧倒、’90年12

月15日第1回全日本選手権を4Q

逆転で制覇、最優秀選手に1年次浅

原が輝く。'91年以降チーム力を強化

する他大学の後塵を拝し無念の

Final4止まり。'93年は最後の全日

優勝体験メンバーで臨むも秋季リーグ

敗退。'94年は前年全日準優勝の早

稲田に惜敗し関東ブロック3位。創部

後初となる日本代表選手なしのチー

ムで善戦も敗退。’95年は主力が抜

け斜陽を迎えるチームと新興勢力の

勃興を実感した厳しい年へ。  

AGULAXの変革 

 

'96年は帝京大学との一部残留試合

で勝利も、'97年に史上初の二部リー

グ転落。’98年以降は各代３～10

名と部員数が伸びず数名が複数ポジ

ションをこなさないと戦えない状況へ。

'98年8月25日の上智大戦では前半

4-0でリードして折り返すも後半0-7で

逆転負けという体力的な厳しさを象徴

する試合を経験。 1部再昇格を目

指したが5勝2敗で2部残留。 

'00年は青学ラクロス史上どん底の時

代となり３部リーグを経験。長期的視

野で継続して強い組織にする為の基

盤作りに注力。同年秋、関東学生

リーグ3部から2部に再昇格を達成。 

 

AGULAXの変革 

 

'01年は一気に1部昇格を狙うも1歩

及ばず２部残留、主将足立が2部

リーグベスト10に選出。 

'02年は１部復帰に向け増員拡大す

るチームの方向性を模索。チーム体制

や練習方法など、勝てるチームを目指

し試行錯誤。同年10月に加藤代表

のもと後援会設立。 

'03年は多数OBによるコーチング体制

に支えられ新たな戦術を駆使し入替

戦を制し1部昇格を達成。同年10月

に内藤主将より愛好会から体育会昇

格申請、体育連合会ラクロス同好会

へ名称変更。 

'04年はフィジカル、メンタル両面で最

先端トレーニングを導入し8年振りに1

部復帰。個の強いメンバーが古豪復

活を狙う。 

AGULAXの変革 

 

09年まで記録なし 

 

'10年3月竹田主将・村上主務より

同好会から体育会部会へ昇格申請

しラクロス部に昇格。 

 

AGULAXの変革 

 

体育会部会昇格年となった'11年は

最終戦VS成蹊、負ければ入替戦行

きが確定する一戦。試合時間残り2

分で4点ビハインド。絶体絶命の中、

MF荒井、小林（元）の活躍。最後

は主将AT福田のゴールにより残り7秒

で同点に持込む。そのまま試合終了。

1部4位、残留を決める。次の代へと

託す。 

 

 

青山学院ラクロス誕生 第１回全日本選手権 優勝 

常勝青学の原点、そして斜陽へ 

1部再昇格を目指すも2部から3

部降格へ 

8年振り１部昇格。体育会申請

し同好会へ。'02年後援会設立 

1部生き残りをかけた時代 

'10年に体育会部会へ昇格申請 

1部残留降格昇格のボーダーラ

インを巡る戦い 

1987年-1989年 1990-1995年 1996-2000年 2001-2005年 2006-2010年 2011-2015年 

AGULAXの変革 

 

'16年は新体制で挑む4年ぶりの一部

の舞台。早稲田、慶応、東大、日体

といった一部の強豪校に勝利するため

FALCONSとのアライアンスを結び新

体制を整え挑むも入替戦で敗退し2

部降格。 

 

'17年学生体育会本部長に4年次の

越智が就任。 

同年6月にOB間の交流と現役チーム

支援を目的に初のOB総会を青山

キャンパス17号館で開催。幹事会を

組織し体育会部会最大規模となる

チーム母体の運営強化を産業勉強

会などの多様なプログラムで加速。 

 

（進行中） 

部員急拡大で1部定着に挑戦。 

'17年にOB会再組織化で加速

2016-2020年 

優勝 

撮影：3期 東海林伸夫 

出所）日本ラクロス協会HP 

＜第1回全日本選手権 結果＞ 



青山学院大学ラクロス部　年代史
■ ■ ■スコア入力　(5例右へ　6/17判断)

ココだけ掲載！

ＨＧＰｺﾞｼｯｸM　ﾌｫﾝﾄ10 冗長にせず、筋肉質な文章で記入 各年年末時点 最終成績は、その年の最終試合の列に反映 ★：４年間で最も記憶に残るシーン 30年史　Ｎｅｗｓ　ヘッドライン　15文字（各年）
数字・カタカナ　基本半角 相手・場所　 卒業時在籍者名(苗字)は全員活躍ぶりを反映 ﾏﾈｰｼﾞｬｰ含む ◎：4年間で成長を実感したシーン（一皮むけたシーン）

フォント８ 同一文に複数選手名登場の際は、ｱｲｳｴｵ順で記入 補足文　各代全個人名　120文字目安　

【男子】 スコア チーム 戦績 受賞者 顧問
（可能なら） 部員(年末) 全学年 新人 教授

日付 イベント ３０年史に残す内容（案） HC 主将 副主将 学年 全日本 関東（大学） 全日本 関東（大学） BEST 個人名（卒業時在籍者）
年 月 日」 出来事 相手 場所 ［忘れられない試合、チームの特徴、分岐点を振り返る内容］ 計 4 3 2 1 Mgr 選手権 大学 秋季 春季 選手権 大学 秋季 春季 MVP Go. AT MF DF 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 30年史　見出し

1987年 7月 XX日 見学 － 丸子橋 TVﾆｭｰｽ通じﾗｸﾛｽ情報入手　慶応大学練習見学（温湯・田中） 青山学院ラクロス誕生

8月 XX日 用具入手 JLA 新横浜 日本ラクロス連盟　延理事長　ノリオ・エンドー氏より用具支援 法学部１年次Ａｸﾗｽの温湯と田中が意気投合しラクロスが産声を上げる
未 未 未 同ｸﾗｽの菊池・竹村・皆川の他に荒木、経済学部高木の興味を集め

9月 1日 創部 － 厚木C 青山学院大学ラクロス部（後に愛好会）発足　体育会申請も不許可 - 温湯 田中 9 － － － 9 0 － － － － － － － － なし 荒木 菊池 高木 竹村 田中 温湯 皆川 チームを結成。体育会認可ならずも相応の活動を期し部立ち上げ。
「体育会より体育会らしく」をモットーに活動開始 同時期に名越ほか法学部学生が発起し女子ラクロスも創部。

XX日 初合宿 － 河口湖 在日米国人2名がコーチング
目標「活動を軌道にのせる」

1988年 4月 XX日 練習試合　 東大 駒場 惨敗●　　個人差・組織力差　痛感 常勝青学　意識の萌芽
目標「必ず東大に勝利する」が明確化しチーム活性化

主将温湯・副主将田中・アタッカー高木・ゴーリー皆川がJHU夏季短期合宿

5月 XX日 学連・合同新歓イベント St. Mery's 慶応vs東大、青学vs帝京のエキシビションマッチ に参加した成果をチームに還元、同時期創部の東大に秋季学生リーグで勝利。

（2期生、フルフィールドマッチ初観戦） 決勝で慶応に敗戦も1-2年で構成されたチームの一体感と結束を得たシーズン。

8月 XX日 米国短期留学 JHU ﾎﾞﾙﾁﾓｱ 基本ｽｷﾙ・練習方法・自信習得。慶応・東大・帝京4大学同行 ◎
高木・田中・温湯・皆川 1988年米国短期留学　「ホンモノの衝撃」

寮生活からグラウンド・練習、マンアップスペシャルチームまで体験
11月 XX日 秋季学生 東大 検見川 勝利○　4月の練習試合惨敗の屈辱を晴らす 基礎スキルと戦術がベンチマークでき帰国後すぐにチーム展開

準決勝

12月 XX日 秋季学生 慶応 検見川 惨敗●　温湯　涙 19 － － 8 9 2 － － 3位 － － － － － なし ★
決勝 学生Ｎｏ．１意識　萌芽　「常勝　青学」 1988年秋季関東学生リーグ　東大戦勝利後、慶応に惨敗

レベルが違い過ぎた　根本からやり直さないとダメと実感
XXXXXXXX 学生連盟加盟 全大学 恵比須 ？？？？

1989年 4月 XX日 新入生勧誘 目標「打倒　慶応大学」　焦点を絞る　個人技段上げ 慶応撃破　対慶応　歴史的初勝利

6月 XX日 国際親善 全豪 駒沢補助 全日本選出　荒木・菊池・高木・竹村・田中・温湯・皆川・小松 初の日本代表に高木・竹村・田中・温湯・皆川(3年次)、小松・森本(2年次)
vs全豪　0-54　日本代表としての初試合は惨敗に終わる　 の7名が選出。荒木・菊池ほかは米国短期合宿に参加し大学内外で凌ぎを削り

◎ 個人技を高めチームの骨格が形成される。初めて慶応大学に勝利したチーム
8月 XX日 米国短期留学 JHU ﾎﾞﾙﾁﾓｱ 2回目 1989年米国短期留学中の荒木との会話 となり学生ラクロスの盛り上げに貢献。

荒木・竹村・皆川・菊池・亀山・竹花・塚田・小松 練習への取り組み姿勢を全選手に浸透徹底させるため最遠隔地から朝練参加を決心し実行

Ｒｕｔｇｅｒｓ NJ 日本から7名初参加。荒木、竹村、竹花　＋大久保/緒方（慶応）、西條/芹沢（立教）

11月 5日 秋季学生 慶応 葛西 勝利○　目標達成　慶応史上初黒星　 ★
グループリーグ 1989年秋季関東学生リーグ　ブロック決勝　慶応戦初勝利

何度追いつかれてもタイムアウトを取り最後まで集中を切らさなかったシーン
11月 XX日 秋季学生 慶応 検見川 敗戦●　学生No.1ならず　道半ば　慶応4年生引退(感謝)　 24 － 7 8 7 2 － － 準優勝 － － － － － なし 練習で培った自信に裏付けされた勝利のメンタリズム

決勝 「日本一」必達を自ずと意識

XXXXXXXXX 学生連盟 大会委員会登録　　温湯・田中

1990年 3月 XX日 主将交代 新4年生の総意　新年度は温湯から竹花へ 竹花 亀山 全日本選手権制覇　初優勝　
自主性・チームワーク・競争意識の徹底を図る
目標「日本一のチームへ」 「日本一」を部全員が意識する中、主将は3年次竹花が務めることを温湯から

◎ 提案し主将交代。チーム一体感が向上し他大学を圧倒するプレーにこだわる
5月 XX日 春季トーナメント 慶応 東村山 （慶応創設メンバー卒業後）大本命青学は新3年主体の慶応新チームに 春の慶応戦で敗北 充実のシーズンを過ごす。第1回全日本選手権を制覇、最優秀選手に

決勝 まさかの敗戦。秋のリーグ戦での雪辱を期す。 やらされ感やこなしを排し、チームが勝つために何をすべきか考え抜いた 1年次浅原が輝く

6月 XX日 国際親善 St.Paul 江戸川 全日本選出　荒木・高木・竹村・田中・温湯・皆川・小松・竹花、森本
High sc 敗戦

7月 XX日 ワールドカップ 豪ﾊﾟｰｽ 全日本選出メンバー　4年生辞退　小松・竹花参加
敗戦

8月 XX日 米国短期留学 JHU ﾎﾞﾙﾁﾓｱ 3回目、JHU、Navy、Rutgers、Towson Collegeにそれぞれ参加
小松、鈴木寛、三國、大須賀、林、穐田、瀨在、古畑、杉田、東海林

11月 XX日 関東学生(#3) 東大 検見川 敗戦？　学生No.1ならず　全日本選手権での雪辱を期す

12月 15日 第1回全日本 東大 江戸川 勝利　　日本一　 5-3 32 7 8 7 8 2 優勝 － 準優勝 － － － － － 浅原 なし (★） ◎ ★ ★
決勝 終了ホイッスルの瞬間。個の努力が線で繋がったシーン。

大学への報告といった理解活動なし 暫くラクロスのことを考えずに済むという安堵感。優勝しかないというと毎日自分に圧力をかけ続けた
ブレずに進むことができた原点の体験で、社会人生活に通じる大きな自信を掴んだ一戦

学生連盟 学連委員長補佐　竹花、　大会委員　森本 そこに至る過程で喫した敗戦の屈辱感の強さがこの瞬間に収斂
前年3年春の慶応戦敗北以降に甘さを払拭し結果を残した

前年ブロック決勝で慶応に初勝利、しかし本決勝までの全体のムードは緩く浮かれたまま
その反省を経て翌年にチームの一員として結果を出せた

集大成として臨んだ一戦
ロングミディマンダウンのスペシャルチームでチームに貢献
勝てて良かった。（★がどうしても2つ）　

1991年 5月 春季トーナメント 慶応 昭和記念 新チーム同士の対戦で完敗（2-7）。 - 竹花 亀山 試練への挑戦　（無念のFinal4止まり） （個人名入れる必要あり）
決勝 竹花 亀山 小松 塚田 小川 吉田

入部以来苦楽を共にし、共に戦ってきた１期生が卒業。
6月 国際親善 豪州 江戸川 全日本選出　小松・小川・竹花・大須賀・浅原 ★1988年5月St.Mary's での青学vs帝京、慶応vs東大、のエキシビションゲーム。初めてフルフィールドのラクロスを 最上級生となった我々2期生の真価が問われる年への挑戦。

U-19 敗戦     見て開眼。原点。 メンバーががらりと変わり、新チーム作りに苦しむ青学に対し、
★◎1989年11月関東学生リーグ慶応戦＠葛西臨海公園、初勝利。慶応初代初黒星。前年度の大敗からの雪辱。 前年度からレギュラー多数の慶応4年は質・量ともに充実。

8月 米国短期留学 JHU (4期・浅原ほか大勢参加) ★1990年12月全日本選手権＠江戸川陸上競技場、優勝。　青学、負ける訳がない！ 最終的にはFinal4で、急成長を遂げた早稲田に初の敗戦。無念。
NAVY ★1991年11月関東学生リーグ準決勝・早稲田戦＠昭和記念公園、早稲田に4年間で初めての黒星。学生最後の試合。

11月 関東学生(#4) 28 8 7 8 5 0 ｘｘ － ｘｘ － － － － － ｘｘ なし
準決勝 早稲田 昭和記念 敗戦。創部以来対早稲田で初の敗戦

XXXXXXXX 学生連盟 海外渉外委員長　三國

1992年 2月 主将交代 竹花から'89入学の三國へ引き継ぐ 三國 林 三國 満身創痍　秋季リーグ敗退（案）
前年のFinal4での敗戦を糧に、再びの日本一目指して始動

6月 国際親善 Kean College江戸川 日本代表A選出　竹花、小松、小川、大須賀、浅原、代表B 三國 文責　三國
国際親善試合初の勝利 (15-5) 三國　ヒアリング中

7月 ILF U-19 Long Island, NY ILF主催のU-19世界大会に特例的にOver age枠として参加
日本代表選出　大須賀、浅原
カナダ戦において浅原が国際大会史上初のMan of the Matchに選出

8月 米国短期留学 Maryland, NY, etc 神能、中田、相楽、鍛代、門井、川津が参加

夏合宿 神栖・茨城 例年恒例の北友荘から茨城に場所移管　6泊7日長丁場でチーム完成度向上を目指す

9〜11月 関東学生(#5) 初戦(成蹊)を大差で撃破
9月、練習試合で主将・三國が左足靭帯の部分断裂でチーム離脱
その後も大須賀の鎖骨骨折、穐田の肋骨骨折と満身創痍
2戦目(明学)を1点差で辛くも勝利するも、最終戦(理科大)をまさかの敗戦
創設以来初のFinal4を逃す屈辱のシーズンとなる

12月 第3回全日本 江戸川 参加ならず 25 7 8 5 5 0 ｘｘ － ｘｘ － － － － － ｘｘ なし

1993年 2月 主将交代 三國から'90入学の浅原へ引き継ぐ 浅原 内藤 浅原 梶原 最後の全日本選手権優勝体験メンバー　秋季リーグ敗退 （個人名入れる必要あり）
前年のリーグ戦敗戦を糧に、Final4目指して始動

第1回全日本選手権最優秀賞浅原が率いる、優勝の味を知る
6月 国際親善 ？ 江戸川 日本代表A選出　浅原 最後のメンバー。リーグ戦で昨年に続き東京理科大に惜敗。

国際親善試合初の勝利 (15-5) 梶原　ヒアリング中 Fainal4進出の夢を絶たれる。

7月 ILF U-19 ？ ILF主催のU-19世界大会に特例的にOver age枠として参加
日本代表選出　大須賀、浅原
カナダ戦において浅原が国際大会史上初のMan of the Matchに選出

8月 米国短期留学 Maryland, NY, etc 柿崎、内藤、森成、鷲江、仙北谷、梶原、神能、中田、相楽、鍛代、門井、川津が参加

夏合宿 神栖・茨城 例年恒例の北友荘から茨城に場所移管　6泊7日長丁場でチーム完成度向上を目指す

9〜11月 関東学生(#6) 初戦(成蹊)を大差で撃破
9月、練習試合で主将・三國が左足靭帯の部分断裂でチーム離脱
その後も大須賀の鎖骨骨折、穐田の肋骨骨折と満身創痍
2戦目(明学)を1点差で辛くも勝利するも、最終戦(理科大)をまさかの敗戦
創設以来初のFinal4を逃す屈辱のシーズンとなる

12月 第4回全日本 江戸川 参加ならず 25 7 8 5 5 0 ｘｘ － ｘｘ － － － － － ｘｘ なし

1994年 2月 1994年チームスタート なし 神能 中村 12 5 － － ブロック３位－ － － － －

川津 熊坂 門井 西澤 菅野 三浦 創立時を知るメンバーが優勝を狙った最後の年 （個人名入れる必要あり）

4月 10日 練習試合 丸子橋 入学以来、慶応に初勝利

12日 新入生勧誘 慶応 厚木C 〇　8―4 実力的にも当時上位にあり、優勝を狙うべく一丸となった時期。

16日 練習試合 ガス橋 結束力も強く、毎日ハードな練習を重ね、本気で優勝を目指した

22日～24日 春合宿 法政 山中湖 △　4―4 時期であった

5月 4日 練習試合 葛西

①各年 重要ｲﾍﾞﾝﾄ・部員・戦績等 記入 ②Ｎｅｗｓ ヘッドライン・補足文 記入 ③ 記憶・成長シーン（個人別） 



14日 新歓コンパ 東京理科 渋谷　王将 〇　9―1

6月 4日 国際親善 江戸川 学生からの代表選出なし。OB竹花

7月 ワールドカップ ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ？学生からの代表選出なし。OB竹花

8月 2日 練習試合 昭和記念

9日 練習試合 帝京 昭和記念

15日～ 夏合宿 神戸 神立

29日 関東学生 成蹊 葛西臨海 公式戦初戦まさかの引き分け △ 1―1
9月 3日 学習院 葛西臨海 順当勝ち 〇 8―4
10月 9日 慶応義塾高校千葉県営スポセン順当勝ち 〇 8―2

14日 立教 昭和記念 順当勝ち 〇 6―1
23日 理科大 葛西臨海 2年続けて惜敗の理科大に大勝！ 〇 11―2
28日 帝京 葛西臨海 大事な試合に惜敗 ● 7―9

11月 1日 早稲田 昭和記念 全日準優勝の早稲田に惜敗　公式戦終了 4勝2敗1分でブロック3位● 3―5 ブロック３位
創部後初となる日本代表選手なしのチームで善戦もブロック敗退

参考） 11月 23日 関東決勝 慶応 早稲田 慶応　10-6　早稲田
12月 11日 全日本決勝 慶応 早稲田 慶応義塾大学優勝 慶応　〇　早稲田　×

1995年 大原 主力が抜け斜陽を迎えるチームと新興勢力の勃興　 （個人名入れる必要あり）

チームの不協和音が目立ち始めた年。また、１、2年生の退部も
目出ち、チームとしての結束感や規律が崩れ始めていた。
一方で、無名だった東海大学が日本代表のアタックを擁し
飛ぶ鳥を落とす勢いで一部リーグを勝ち続けた。
内憂外患の状態ではあったが、個々の力は高く、チームとしては
一部残留を決めた。

1996年 松延 林 白木 前田 金沢 坂本 入山 五十嵐 帝京大学との一部残留試合での勝利 （個人名入れる必要あり）

千葉総合運動場での早稲田との一戦では、前半２－０とくらいつくも、
後半は自力に勝る早稲田が得点を重ね、７－２？で敗戦。
その後、勝ち負けを繰り返し、最後の帝京大学との試合が一部残留を
かけた試合となったが、最終的に勝利し残留を決めた。
勝利の一方、人数の多かった主力の4年生が抜け、残りのメンバーや
新入部員も非常に少なく、来期体制に向けた課題を残した。

1997年 長島 岩野 池田 中島 大門 堀口 AGU Lax史上初の二部リーグ転落 （個人名入れる必要あり）

★1997年11月頃の慶應義塾高校との入替え戦敗戦
　伝統校のキャプテンであり、「絶対に二部には落ちれない」と言うプレッシャーの下、臨んだシーズンでしたが、 リーグ戦では僅差の試合も幾つか有ったものの、結局、一勝も出来ず、
　勝てる試合だった筈の明治、日大等との試合に引き分けと敗戦した結果、入れ替え戦が決定。 慶應義塾高校との入替戦に敗北、AGULAX史上初の二部リーク転落が確定。
　その時点で既にチームの雰囲気は極めて悪く、自分自身も人生経験と言えるべき物も無かった未熟なキャプテンであり、 振り返れば、AGULAXは94年度入学年次から新入部員が全く定着せず、
　雰囲気を好転する事も出来ませんでした。入部時に思い描いていた姿と全く異なる結果となり放心状態で試合会場を後にしたと記憶。 加速度的に力が落ちる中、組織として効果的な手を打つ事が出来なかった状況。
◎3年生時の開幕戦である獨協大学との試合 それに対し他大学が地道な努力を通じ、地力を着実に増していた中、
　2年生時から徐々に試合に出場する様になっていましたが、試合に出ていても自信が無かった為、練習中には無いキャッチミス等を連発。当然の結果が出たと言える年に。

　一代上の白木さんに斯かる不甲斐ない状況を厳しく激励され、その悔しい思いを糧に練習しました。結果、3年生時の獨協戦では、

　「自信」が漲り、得点とアシストを記録する事が出来ました。仕事も往々にしてそうですが、着実な下準備（フィジカル）と

　それをベースとする自信（メンタル）の両方が揃わないと駄目なんだろうと思います。

★帝京大学との一部残留試合での勝利【96年10月頃】

　　3年生となり、主力として初めて一年を通して試合にでた年。

　　帝京の190CMのアタックをマークすることになり、必死になってくらいついて

　　ゴールを守ったこと、そしてバラバラだったチームが最後で一つとなり、

　　メットとクロスを投げてみんなで喜びを爆発させたあの瞬間は忘れられません。

◎大学2年生の時の練習時、当時、ディフェンスとして試合に出るようにもなり自信も付いてきたが

　　周りが見えてないとよく怒られた

　　自分の守備ばかり考えていた時、周りのディフェンスをカバーすることにより、意識を集中

　　させた後、自分の動きも変わり、組織の一員として守れるようになり、周囲に認めてもらえるようになった

1998年 8月 21日　 関東学生2部 成城 千葉総合 勝利 〇　13-1 小牧 小牧 里崎 笈川 太田 堀 山田MNG 　1部昇格を目指したが、5勝2敗で2部残留どまり （個人名入れる必要あり）

★３年生の時の慶応義塾高校との1部２部入れ替え戦。かなりのプレッシャーを感じながら

25日 上智 千葉総合 敗戦 ×　4-7 　プレーした記憶があり、試合終了の時はとてもくやしかった。 この年は、4年生（7名（留年者2名含む））、3年生（3名）、2年生（6名）、1年生（10名程）。

◎2年生の夏に参加したアメリカキャンプ。特にアメリカの大学のラクロスをする環境に驚かされた。 人数が限られていたため、数名が複数のポジションをこなさないと戦えない状況でだった。

9月 3日 東京理科　〇11-5臨海G 勝利 〇　11-5 　複数の芝のグランドやドーム式のグランドがあまるり充実したキャンプだった。 特に8月25日の上智大戦では、前半4-0でリードして折り返したが、後半0-7で逆転負けという、

★３年生の時の慶応義塾高校との1部２部入れ替え戦。相手はとても勢いがあ　り、その勢いと止められず無念の敗退。 体力的な厳しさを象徴する試合になってしまった。

20日 一橋 淑徳 敗戦 ×　4-10 ◎４年生の時の成城学園大戦で、得点を決めた瞬間。

★２年生の時の慶応大戦で、初得点を決めたシーン。
10月 4日 明星 神大 勝利 〇　9-5 ◎３年生の時の早稲田大戦で、ハーフライン付近から走って数人抜いて得点を決めたシーン。

25日 明学 神大 勝利 〇　8-7 結果：5勝2敗（2部残留） ★４年生の最終戦の明治大戦で、有終の美を飾れた。
11月 1日 明治 淑徳 勝利 〇　6-4 ◎４年生の最終戦の明治大戦で、ATとして２得点できて勝利に貢献できた。

★３年生の時の東海大戦で、20点近く取られて力の差を痛感した。
◎４年生の最終戦の明治大戦で、相手シュートのいくつかをセーブして勝って終われた瞬間。

1999年 ★夏の練習の給水の準備が大変だった。みんなよく頑張っていた。

2000年 8月 25日 玉川 臨海 2000年度（第13回）関東学生リーグ戦 ◯　15-1 加藤 足立 26 5 5 12 6 3 加藤 青木 猿田 土屋 金澤 関東学生リーグ3部から2部昇格

30日 農大 臨海 △　3-3 ★2部入替え戦vs東経戦で勝利して2部昇格を決めた試合終了ホイッスルの瞬間

9月 16日 理科 臨海 ◯　13-7 ◎ラクロスのスキルや精神面での個人の成長←3年時にアメリカラクロスキャンプに参加 青学ラクロス史上どん底の時代。

10月 8日 成城 神大 ◯　11-3 　組織の構築や選手一人一人の絆作りに注力したチームの成長←4年時の主将としての経験 関東学生リーグ3部での戦い。

21日 獨協 千葉総 ●　6-10 3部Aブロック2位 　個人やチームの成長だけでなく、ラクロスの楽しさをより多くの人に伝えるという部分での成長←3年時にラクロスアジア普及プロジェクトに参加11期は、加藤・青木・猿田・土屋・金澤の計5名。

★昇格が決定した瞬間。勝って泣いたのは最初で最期の経験。 将来において、継続して強い組織に

　農大戦の終了直前の自身の同点ゴール。嫌な流れの中で何とか引き分けに持ち込めたのは大きかった。 する為のベース作りに力を入れる。

11月 12日 3部2位決定戦 桜美林 神大 ◯ ◎下級生を中心とした若いチーム(特に攻撃面)ながら、勝ちを重ねる事で1試合毎に 新入生勧誘活動の強化、体育会昇格に
駒澤 ○ 　チーム全体が自信をつけていったこと。その結果が【昇格】に繋がった。 向けた取り組みを行い始める。

★最後に同期5人で泣けたこと。
2部入替え戦 ○ 関東学生リーグ2部昇格 青木 加藤 ◎個性の違う同期で、DF/Gを固め纏まったこと。

東経 関東学生リーグ2部昇格 関東学生リーグ3部ベスト10 　仲間で達成する喜びの素晴らしさに気付けたこと。
★加藤が金髪にしたこと。
　2部昇格でめでたく終わりたかったが、留年してもう一年12期足立吉生の代とプレーしたこと。
◎新歓コンパを200人規模で行い、新入部員を増やし、体育会への第一歩を踏み出したこと。

2001年 ３月 主将交代 加藤さんから足立へ引き継ぐ 川津 足立 高橋 7 足立 渡部 是永 江幡 小宮 ユミ ミキ 亀山（２年間在籍）

★4年次リーグ戦初戦優勝候補筆頭の中央大学に勝利！川津HCを中心にチームがひとつになった。 1部昇格へ1歩及ばず。２部残留　 （個人名入れる必要あり）

５月 ルネッサンスオープン（福島） 全敗（新チームは厳しい船出） ◎3年次3部リーグベスト10、4年次2部リーグベスト10受賞

★３年次リーグ戦の2部昇格をかけた入れ替え戦で先制点を決め、勝利できたこと。試合が終わったときには人生初の嬉し涙が出ました。4年間戦った5名のプレーヤーと2名のマネージャーで臨んだ1部昇格への道。

８月 夏合宿 信州大 新チーム初勝利 ◎夏合宿。朝起きてから寝る瞬間まで、気の合う仲間とラクロス漬けになっていたのは最高に贅沢な時間でした。 1部昇格を狙える位置にいたが、ライバルの上智・法政との試合を落とし、あと一歩で

★3年の農大戦。４Q終了間際にATとしてライドに成功しゴーリーと1on1となるがナイスセーブされ同点で試合終了。
逆転のチャンスだったが残念。
夢叶わず。後輩たちへと思いが継承された。主将足立が2部リーグベスト10に選出。

◎多くの試合にOBの先輩が応援に来てくださり、熱い応援をいただきました。特に、まだ経験の浅い２年次には

28日 関東学生2部 中央 初戦突破！ ○　7－3 　ライン際のクリアでお約束のように、
たつおさんや長島さんからライドの相手ATを寄り倒すよう指示をいただきました。お陰でクリアに自信がつきゲームの流れを
　作る事に貢献できた気がします。ありがとうございました。

9月 5日 帝京 順当に2連勝！ ○　18－3 ★駒沢競技場の集客試合にて、法政の190ｃｍ近いDFを相手ゴール裏にて
　１対１のMANでぶっ倒す。しかし、軽い交通事故のようで試合後、腰痛に苦しむ。

10月 6日 法政 法政に完敗・・・ ×　1－7 ◎大学4年の明海との最終戦で、ゴール左上からの１on1から相手DFを交わし、
　ゴール横のAT高橋へパスを通しゴールへ。シュートしか考えていなかった男の覚醒！

14日 上智 上智にも負け1部入れ替戦が絶望的に ×　４－８ ★引退試合。仲間と過ごした4年間が一気に昇華した気がした。感慨深さと喪失感が入り混じった複雑な心境が印象深い。
◎引退試合。レギュラーにはなれなかったが、同期、後輩から労いの言葉を掛けてもらって自分の4年間が報われた気がした。

21日 明海 1部昇格が叶わずとも”有終の美” ○　13－3 ★高校時代、女子ラクロスで活躍し、男子よりもキャッチボールが上手でした（男子４年一同談）
◎いつもニコニコ選手を見守っている姿、試合中安心感がありました（男子４年一同談）

★いつも涼しげな表情で優しく選手と接する姿はマネージャーの鏡でした（男子４年一同談）
◎４年間、選手を支えていただき感謝しております（男子４年一同談）

★ATとして２年間在籍し、いつも試合ではバテバテでした・・・。
◎ラクロス部には２年在籍しましたが、人間として成長させてくれました。

2002年 2月 波崎オープン 波崎 例年通り、波崎オープンに参加 Aチーム 高橋 内藤 44 11 6 8 11 8 高橋 永峰 能登 宮永 山崎 林 安本 稲垣田中竹内村上 １部復帰に向け増員(拡大)するチームの方向性を模索
HC

5月 あすなろCUP 臨海 リーグ戦の戦力ともなる2年生メンバーが奮闘。 　竹花 ★3部との入れ替え戦で日大に勝利したこと。 結果は出せなかったが、高橋、永峰、能登、宮永、
AC 　とにもかくにも2部に残留し、次の世代にチャンスを繋げることが重要だたため、 山崎、林、安本、稲垣、田中、竹内、村上の11名が

6月 ルネサンスオープン ルネサンス棚倉ATを中心としたオフェンスは得点力があるものの、 　熊坂 　それを果たせて本当に良かった。 話し合い、ぶつかり合って、拡大するチームの方向性を
2年生ゴーリーを据えたディフェンスには課題が残った。 ◎リーグ戦の結果は不甲斐ないものだったが、入れ替え戦では気持ちを切り替え 模索した一年。

Bチーム、1年 　チーム一丸となり、危なげない戦いで勝利することができた。 チーム体制や練習方法など、勝てるチームを目指して
8月 上旬 夏合宿 リーグ戦に向け、最終調整。 HC ★夏合宿の打ち上げ。あれだけ酔っぱらったのはあの夏が最後かも・・・。 考え試行錯誤した。

ディフェンスからのクリアや、セットオフェンス、 ◎どれかと言われると思い浮かばず。目的意識が低かったのかもと、今更ながら反省。。。
エキストラオフェンスの決めプレーなどを集中的に確認。 AC ★練習後に草むらと小池でだらだら

◎合宿での追い込み
28日 関東学生2部 中央 駒沢 AT高橋、永峰、岡部を中心としたオフェンスが大量得点。 ○　14-7 ★新人戦で優勝！！！

リーグ戦 攻め勝つ試合パターンで初戦を飾った。 ◎入れ替えでギリギリ残って2部残留。
アドバイザー 　最後まで諦めない心。ダメだというような流れでも、最後までチームメイトを信じる。

10月 6日 明治 武蔵大学 ユース代表を多く抱え、下馬評が高かった明治。 ×　6-10 　試合後の胴上げは気持ちよかった。
MF主体の攻めに対して守り切れず、敗戦。 ★最後の夏に一部昇格が叶わなかったこと。
一部昇格に向けて大事な試合を落としてしまう。 ◎個人競技経験しかない自分が、チームのために何ができるかを考えたとき。

★一年生大会で優勝した時。
14日 武蔵 検見川 相手キーマンのATを、田中、池松らが必死で抑えるも、 ×　8-11 　優勝って響きが最高！序盤に怪我で退場したけど。

相手に攻め勝つパターンの試合に持ち込めない。 ◎ほとんど試合に出ることは無かったし、決して目立つことは無かったけど、
徐々に得点を奪われる展開となり、敗戦。 　四年間仲間と頑張りきれたこと。優勝！

★4年最後の試合に勝利し、「これで終わったんだ」と思った瞬間
19日 東京理科 大井 集客試合で多くの観客に見守られる中、 ×　6-14 ◎結果はともかく、大学4年間継続してラクロスに取り組み、最後の試合までフィールドに立っていたこと

山崎、安本らMFが得点を挙げるも、相手に得点を重ねられ、 ★2000年、2-3部入替戦 vs.東京経済大学、LMFとして出場、当時二年生だったので
敗戦。 　チームの足を引っ張らないように必死でした。

◎シーズンを通して出場機会が多く、昇格に貢献して信頼を得ることができた。
27日 桜美林 明治学院 同点までであれば、三部との入れ替え戦を免れることができる。 ×　10-11 2部Bブロック5位 AT ★これさんの雄叫びをあげながらの進撃の巨人のようなクリア。

しかし、最後の最後で逆転を許し、試合終了。 1勝4敗 高橋 ◎監督にお前は土屋を抜いたと言われた時。
三部との入れ替え戦へ。 ★3年の時にはじめて出場したリーグ戦(中央大学)で勝ったこと。

◎全体練習にはあまり参加できなかったが、セタキャンでの個人練習の成果が

11月 10日 2-3部入替戦 日大 大東文化 主将高橋を中心に、G村上、DF田中、竹内、LMF稲垣、 ○　11-2 2-3部入替戦勝利 　出た時はプレーヤーとしての成長を実感できた。

MF能登、宮永、山崎、林、安本、AT永峰が全員で戦い、 2部残留 ★練習場所が遠く、当たり前のように早起きして朝練してたあの日常。

泥臭いながらも初戦以来の勝利を挙げた。(2部残留) ◎実は肝機能異常で極端に体力なかったが何とか最後までラクロスやり遂げられた事。

　良い仲間に恵まれてたからこそです。



12月 新人戦 臨海 将来有望な１年生が熱い戦いを繰り広げる。

総会 青学会館 2部残留を関係者の皆様に報告し、次の代に希望を託す。

2003年 3月 ラクロスフェスタ つま恋 例年の波崎オープンではなく、新たな大会に参戦。 Aチーム 内藤 小倉 48 6 8 11 13 10 宮崎 岡部 田沼 内藤 錦織 橋本 馬場 横越 入替戦を制し1部復帰　常勝青学への再スタート
HC

5月 あすなろCUP 臨海 2年だけでの大会にメンバーも奮闘 　三國 ★入替戦。後の日本代表となる継渉率いる相手。退場者続出しながらも、1点差を守り切り辛勝。 岡部、田沼、内藤、錦織、橋本、馬場、横越（Mgr）と4年が少数ながらも、
AC    谷間の世代と言われながら、大学4年間全てをラクロスに捧げた事が報われた瞬間だった。 個性的なメンバーを中心に、多数のOBによるコーチング体制にも支えられ、

6月 ルネサンスオープン 棚倉 東京理科大、法政大、明治大と対戦。 　松延 ◎リーグ戦初戦（vs武蔵大）。自分たちのやってきた練習が全て試合に出せた80分。 新たな戦術を駆使し見事1部昇格を達成。
1勝2敗と課題の残る結果となった    直前の夏合宿においても試行錯誤が続き、手応えが感じられていなかった不安を払拭。 これで'04年は'97年以来の1部リーグ復帰となった。

Bチーム、1年    1部復帰までの道筋が明確に見え、自分たちの成長を実感した瞬間。
8月 上旬 夏合宿 リーグ戦に向け、最終調整。 HC ★バイクで田調グラウンドに行ったこと。試合よりも練習の方が楽しかった。

ゾーンDFの習熟に時間を費やす 　渡部 ◎複雑な想いや葛藤もあったが、4年間最後まで続けることができたこと。
AC ★入替戦に勝利し1部昇格を決め、みんながグラウンドになだれ込んできた瞬間は、ラクロス人生の中でも1番の思い出である。

8月 23日 関東学生2部 武蔵 臨海 岡部、内藤、馬場の3人で8得点と4年が活躍。 ○　13-5 　川津 　 多くの方々に応援に来てもらい、その前で1点差の接戦を制したことは素直に嬉しかったし、1部復帰を達成し主将としての
リーグ戦 初戦での快勝により、これまで練習してきた積み重ね 　長島    責任を果たせたことの安堵感も込み上げてきた瞬間であった。

が自信へと変化した ◎リーグ戦初戦（vs武蔵）に快勝し、それまで積み上げてきたことが結果として現れた瞬間。
アドバイザー    1部昇格へ自信と不安の入り混じる中、初戦で各メンバーが持っている力を発揮し、危なげなく快勝したことで「1部昇格」が

9月 5日 桜美林 臨海 錦織、橋本を中心としたDF陣が踏ん張り、完封勝利 ○　9-0 　熊坂    グッと近付いたように感じた。
をおさめる。2連勝と好スタートをきった 　猿田    この試合の中で、関口（ウルフ）のFOから自分（内藤）がGBを拾い、岡部（マリオ）⇒堀川とパスを繋ぎゴールを決めた一連の

　金澤    プレーは、練習でもこんなにキレイな崩しでゴールを決めたことがないくらいの完璧なFOからの速攻だった。
13日 立教 大井第2 集客試合という独特の雰囲気にのまれたのか、 ×　3-8 　高橋 ★1部昇格したこと！岸本が合宿で壁を蹴破ったこと！

ゾーンDFを解禁するも敗戦 ◎5年間ラクロスをやっても、やっぱり左が使えなかったこと。それでも何とかなった。
★入替戦に勝利し、1部昇格を達成したこと。

28日 東農大 明治学院 もう負けられない戦いの中で見事勝利し、一部昇格 ○　7-4 ◎3年までは先輩に頼って、好き勝手な意見を言っていたが、4年になり自分が引っ張っていくという自覚が持てたこと。

への望みをつなぐ ★入替戦に勝利し、1部昇格を果たした瞬間。

   達成感と高揚感で何故か防具一式を全てフィールドに投げ捨ててしまった。

10月 26日 横国大 大東文化 最終戦に勝利し、ブロック2位となり入替戦進出決定 ○　9-5 2部Bブロック2位 AT ◎恥ずかしながら入部してからずっとラクロスを本格的にやる気はなく、趣味程度で楽しんでいた。

4勝1敗 岡部  　しかし4年時に左膝を痛め、思い通りに動けなくなった自分自身への不甲斐なさからか、合宿の打上げで号泣。

11月 初旬 入替戦前合宿 石岡市 運命の一戦に備え、緊急合宿を実施    そこで何故か他のメンバーも一緒に泣いてくれたことで、4年目にして初めてやってやろう！という本気の気持ちになれた。
★1部昇格を決めた瞬間。一昨年、昨年と果たせていなかったので感動した。

9日 1-2部入替戦 塾高 大東文化 岡部、田沼、内藤、錦織、橋本、馬場、横越の4年を ○　7-6 1-2部入替戦勝利 ◎昨年までの絶対的守護神G金澤（11期）が抜けたことにより、新G堅田（15期）を支えるべくチームがまとまった。
はじめとし、チームだけでなくOB・OGや女ラクも含めた 1部昇格    それによってDFの練習量も増え、どんどんチームが強くなっていくことを実感できた。
青学ラクロス一丸となって厳しい接戦を制し、見事1部
復帰を果たし、最高の形でシーズンを締めくくった

12月 初旬 新人戦 臨海 1年にとって初めての大会。気持ちも高ぶる

20日 総会 青学会館 1部昇格を関係者の皆様に報告

2004年 2月 XX日 主将交代 － 渋谷 内藤から'01年入学の小倉へ引き継ぐ 三國 小倉 大土井 8 8年振り1部リーグ復帰、個の強いメンバーが古豪復活を予感させる、、、
前年の一部昇格を機に、日本一目指して始動 松延

主将小倉が石田、池松、堅田、曽我、西井マネ、野久尾、堀川の、
8月 夏合宿 なぜか全員号泣 個の強いメンバーと共に、８年ぶりの一部の舞台を戦う。

『SAQ（Speed Agilyty Quickness）』『筋弛緩法（AC松延考案）』等
17日 リーグ戦 早稲田 江戸川 エースMF石田の半月板損傷によりAT転向で、厳しい船出となるも善戦×　6-9 フィジカル、メンタル両面で最先端トレーニングを導入する等、

新たなAGULAXを開拓、古豪復活を予感させる、、、
21日 集客試合 成蹊大 駒沢第一 堅田のナイスセーブ、曽我のフェイスオフが光る △　5-5

8月 31日 リーグ戦 一橋大 千葉総合 エースAT堀川が負傷（頭部挫傷）欠場。急増AT奮起も力及ばす敗戦×　13-2

9月 8日 リーグ戦 日体大 大井 ×　16-2

10月 17日 リーグ戦 明治大 明海大 ディフィンスの要、池松の存在感抜群、相手エースATを完封。 △　7-7 1部リーグ5位

主将小倉AT4得点。ロングミディー野久尾のフェイスオフゴールで相手を圧倒。

ロスタイム小倉のミドルシュートが決まり勝負を決めかけるも、

イリーガルクロスチェックにより、得点無効、引き分けにより入れ替え戦へ
入替戦

11月 28日 入替戦 獨協大 東大検見川獨協戦　敗戦　二部降格　惨敗　号泣 ×　2-14 2部降格

2005年
2006年
2007年
2008年
2009年

2010年 3月 つまごい春季全国大会 1、2年生限定の新人戦。当時2部所属、そして計13名という 中村 福田 日比 XXXXXXXXXXXX

超少数の中、1部強豪一橋や、日体、関西強豪の京大を破り

全国優勝を果たす。

文責　荒井

11月 主将交代 竹田から福田へ

Final4を目指すべく新チーム始動

2011年 6月 VS日本代表　練習試合 OFは平尾、DFは山田を中心に試合を組み立てるも
力の差を見せつけられる。チーム全員が個々の能力のさらなる
向上を図るきっかけに。

8月～10月 関東学生 日体大 初戦VS日体、第2戦VS一橋共に、10Manライドを攻略出来ず敗戦。
一橋 第3戦VS早稲田、G坂本、DF佐藤の活躍により前半は互角に試合を
早稲田 進めるも、地力の差が出てしまい大敗。
独協 第4戦VS独協、MF小林（友）の崩しを起点に序盤から安定した

試合運び、初勝利を飾る。しかしその後、1ｓｔ LMF綿貫が負傷離脱。
成蹊 最終戦VS成蹊、負ければ入替戦行きが確定する一戦。

試合時間残り2分で4点ビハインド。絶体絶命の中、MF荒井、
小林（元）の活躍。最後は主将AT福田のゴールにより残り7秒で同点に持込む。
そのまま試合終了。1部4位、残留を決める。次の代へと託す 43? 9 4 10?10?10? - - 1部リーグ4位 - - - -

2012年
2013年
2014年

2015年 6月 小山　U-22日本代表選出 85 8 13 27 21 16
関根 岡村 小山 2015年

11月 主将交代 湊原から岡村へ U-22日本代表
学生日本一を目指すべく新チーム始動 AT・MF　小山久徳 新体制で挑む4年ぶりの一部の舞台

2部　BEST12
AT　小山久徳

2016年 2月 社会人クラブチームFALCONS 学生日本一という目標を達成する為には日本のトッププレーヤー 前年度一部昇格を達成し、岡村、小山、佐藤、田辺、
とのアライアンス締結 からそのノウハウを学ぶ必要があるという考えからHCに日本代表選手の 2016年 阿達、布施、木村、渡邉、上野、井口、潟沼の少数精鋭

関根幹祐氏を招へいし、当時全日本選手権八連覇を達成していた 1部　BEST12 メンバーで挑む4年ぶりの一部の舞台。
FALCONSとのアライアンスを締結した。 一部Bブロック6位　入替戦後二部降格 DF　岡村俊 早稲田、慶応、東大、日体といった一部の強豪校に
大学生と社会人が提携を結んだのは日本ラクロス界で初であった。 勝利するためにFALCONSとのアライアンスを結び

新体制を整えて挑んだ。
8月 14日 リーグ戦 VS一橋 獨協大学 4年ぶりに1部の舞台で戦うリーグ戦。試合開始からDFが続き VS一橋　1－14　×

せんげん台 クリアを決める事ができない。相手に長くOF時間を与えてしまい

失点を重ね敗戦。

9月 3日 リーグ戦 VS慶應 駒沢第二 立ち上がりから阿達のセーブが光り慶應の猛攻を防ぐが、 VS慶應　5－11　×

先制点を許すとさらに続けて失点してしまう。岡村がショットを

決めるがオフサイドを取られノースコアを取られてしまう。

OF陣が奮起し慶應相手に善戦するも5－11で敗戦。

9月 9日 リーグ戦 VS成蹊 大井第二 Final4進出をかけて絶対に負けられない一戦。 VS成蹊　5－3　〇

小山、佐藤らが得点を重ね、組織的なDFによって相手の得点を
許さない。終盤失点を許し点差を詰められるもDF陣が耐え、逃げ切る。
5年ぶりの1部での勝利。

10月 1日 リーグ戦 VS東大 駒沢補助 ATを1枚シャットしたDFがはまるも先制点を取られると続けざまに失点。VS東大　3－10　×

岡村、小山がスタンシューを決めるも反撃は実らずさらに失点を重ね敗戦。

10月 9日 リーグ戦 VS中央 中央大学 雨の降る中行われた第五戦。青学が先制するも追加点を上げることができずVS中央　6－8　×
多摩キャンパス 相手に流れが傾いた状態で前半を終える。後半さらに失点を重ね後がない状況と

なる中小山、佐藤らが得点を決め怒涛の追い上げを見せる。しかし、逆転には至らず
6－8で敗戦。

10月 23日 入替戦 VS獨協 獨協大学 一部残留をかけて絶対に負けられない試合。 VS獨協　7－8　×

せんげん台 相手に先制されるも佐藤がすぐに得点を決め一進一退の攻防を繰り広げる。

４Qに逆転するもラスト3分に失点を許すと立て続けに二得点を許し再び逆転される。

小山がランシューを決めるも追撃は及ばず7－8で敗戦。

2017年
2018年


